
議

 

長

※議長は採決に加わりません。（可否同数の場合は議長裁決となります。）

（議案）
第1号

承
認〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇

専決処分の承認を求めるについて（令
和７年度行田市公共下水道事業会計
補正予算（第４回））

第2号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇
専決処分の承認を求めるについて（令
和７年度行田市一般会計補正予算（第
7回））

第3号 同
意〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市固定資産評価審査委員会委員

の選任につき同意を求めるについて

第4号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市固定資産評価審査委員会委員
の選任につき同意を求めるについて

第5号 可
決〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇令和７度行田市一般会計補正予算（第

８回）

第6号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇令和７年度行田市国民健康保険事業
費特別会計補正予算（第３回）

第7号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇令和７年度行田市介護保険事業費特
別会計補正予算（第１回）

第8号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇令和７年度行田市後期高齢者医療事
業費特別会計補正予算（第２回）

第10号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×令和８年度行田市国民健康保険事業
費特別会計予算

第11号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇令和８年度行田市交通災害共済事業
費特別会計予算

第16号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市行政手続条例の一部を改正す
る条例

第17号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例

第12号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×令和８年度行田市介護保険事業費特
別会計予算

第13号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×令和８年度行田市後期高齢者医療事
業費特別会計予算

第9号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×

令和８年度行田市一般会計予算

第15号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×令和８年度行田市公共下水道事業会
計予算

第19号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市会計年度任用職員の報酬等に
関する条例の一部を改正する条例

第18号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×行田市特別職の職員で常勤のものの給
与に関する条例の一部を改正する条例

第14号 〃〇〇〇〇〇〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇

×

〇

×

令和８年度行田市水道事業会計予算

（市長提出議案）
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提出議案とその結果
市政に対する 一般質問

小学校給食無償化による
本市の対応

問  

今
回
の
小
学
校
給
食
無
償
化

は
、
児
童
１
人
に
つ
き
月
額
５
２

０
０
円
を
国
と
都
道
府
県
が
分
担

し
て
費
用
を
支
援
す
る
予
定
で
あ

る
が
、
こ
の
金
額
で
従
来
の
質
と

量
を
維
持
で
き
る
の
か
。

答  

本
市
に
お
け
る
本
年
度
の
決

算
見
込
み
か
ら
算
定
し
た
児
童
１

人
当
た
り
の
食
材
費
用
は
月
額
５

５
０
０
円
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状

況
を
鑑
み
、
国
の
示
す
月
額
５
２

０
０
円
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
質

と
量
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
安
心
、
安

全
な
給
食
を
引
き
続
き
提
供
で
き

る
よ
う
、
物
価
変
動
等
を
注
視
し

な
が
ら
、
効
率
的
な
食
材
調
達
や

献
立
の
工
夫
な
ど
一
層
の
見
直
し

を
図
っ
て
い
く
。

問  

効
率
的
な
食
材
調
達
や
献
立

の
工
夫
と
は
？

答  

比
較
的
価
格
が
低
く
安
定
す

る
旬
の
食
材
を
積
極
的
に
活
用
し

て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
調
理
時

の
加
工
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
、

手
作
り
調
理
の
比
率
を
高
め
る
な

ど
、
献
立
の
工
夫
と
と
も
に
コ
ス

ト
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

養 田 英 雄（蒼倫維新）

「よみがえれ！行田の桜プロジェクト」
について

問  
行
田
の
桜
の
復
活
に
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
た
理
由
と
は
。

答  

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

被
害
な
ど
で
枯
れ
た
桜
の
伐
採
だ

け
で
な
く
植
樹
も
含
め
た
「
よ
み

が
え
れ
！
行
田
の
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
事
業
化
し
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
た
。

問  

本
ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標
金

額
と
、
実
際
の
寄
附
金
額
及
び
寄

附
者
の
要
望
等
と
は
。

答  

目
標
金
額
を
４
０
０
万
円
と

し
た
と
こ
ろ
、
６
０
８
万
１
千
円

の
寄
附
が
あ
っ
た
。
寄
附
者
か
ら

の
要
望
等
で
は
「
ま
た
美
し
い
桜

が
見
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
、
「
次
の
世
代
に
た
く

さ
ん
の
桜
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
桜
の
復
活
を
願
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

問  

植
樹
す
る
桜
の
種
類
や
場
所

な
ど
の
決
定
方
法
は
。

答  

桜
に
関
係
す
る
団
体
、
地
元

自
治
会
や
害
虫
対
策
の
有
識
者
な

ど
か
ら
な
る
行
田
の
さ
く
ら
未
来

会
議
の
意
見
を
参
考
に
し
た
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
総
合
体
育
館
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
に
つ
い
て

○
道
路
の
空
洞
化
に
つ
い
て

木 村  博（公明党）

問  

企
業
誘
致
の
成
果
指
標
と
し

て
い
る
「
企
業
立
地
件
数
」
の
実

績
は
現
在
あ
る
の
か
。

答  

現
時
点
で
企
業
立
地
の
実
績

は
な
い
。

問  

企
業
か
ら
の
相
談
案
件
は
ど

の
程
度
あ
り
、
ど
の
段
階
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

答  

相
談
件
数
は
約
１
０
０
件
。

そ
の
う
ち
庁
内
調
整
な
ど
次
の
段

階
に
進
ん
で
い
る
案
件
は
17
件
。

問  

企
業
誘
致
が
進
ま
な
い
主
な

要
因
は
何
か
。

答  

企
業
の
希
望
に
合
う
土
地
条

件
、
道
路
ア
ク
セ
ス
、
雇
用
確
保

な
ど
複
数
の
要
因
が
あ
る
。
ま
た
、

用
地
取
得
済
み
の
案
件
に
つ
い
て

も
建
設
コ
ス
ト
の
高
騰
な
ど
に
よ

り
立
地
が
遅
れ
て
い
る
。

問  

企
業
が
相
談
し
て
か
ら
立
地

ま
で
の
期
間
は
ど
の
程
度
か
。

答  

現
行
制
度
で
は
約
10
か
月
。

条
例
改
正
に
よ
り
６
〜
７
か
月
程

度
ま
で
短
縮
さ
れ
る
見
込
み
。

問  

ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
な
ど
、
県

の
重
点
分
野
を
活
用
し
た
企
業
誘

致
の
方
向
性
は
あ
る
か
。

答  

現
時
点
で
具
体
的
な
計
画
は

な
い
が
、
提
案
と
し
て
受
け
止
め

企
業
誘
致
施
策
の
参
考
と
す
る
。

企業誘致の現状と課題について
新  諒 平（令和研究会）

ぎょうだ議会だより　❻


